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担当講義 教養展開科目「地球環境とリモートセンシング」（CEReS 全教員）前期木曜 2限 

  理学部地球科学科「気候システム概論」（分担）前期月曜 2限 

  大学院理学研究科・地球生命圏科学専攻地球科学コース 

   「環境リモートセンシング特論」（分担）前期木曜 4限 

   「環境リモートセンシングⅠA」（分担）前期火曜 2限 

   「環境リモートセンシングⅡA」（分担）後期火曜 2限 

研究概要 1. 衛星データの複合利用（衛星気候学の創成）：地球観測衛星による 環境モ

ニタリングも長いものでは30年を越え，近年10年では多種多様 の衛星・セン

サーが運用されています．最近ではこれらのデータを 複合利用することで，

地球の様々な“顔”を見出すことを研究テーマとして掲げています．複合利用

をメインとしているため，大量の衛星データ処理が必要となります．そのため，

衛星データアーカイブ，大量データ処理に関するスキルが求められます． 

2. 大気陸面相互作用（大陸スケール～観測サイト）：1. の中で特に大気陸面

相互作用に関する研究に興味があります．スケールはglobal ～地上観測まで扱

います．最近は観測に行っていませんが，過去参加した観測プロジェクトのデ

ータ解析を中心に行っています． 


